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１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
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２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
二
九
次
調
査
　
一
九
九
二
年

（平
５
）
一
月
を
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
林
部
　
均

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
後
半

７
　
遺
跡
及
び
木
街
出
土
遺
構
の
概
要

飛
鳥
京
跡
の
発
掘
調
査
は
、　
一
九
六
〇
年
の
第

一
次
調
査
以
来
、
す
で
に

一

三
〇
次
を
数
え
る
。
調
査
の
結
果
、
北
側
に
方
形
区
画
を
も
つ
内
郭
と
、
そ
の

南
東
に
方
形
の
区
画
を
も
つ
エ

ビ
ノ
コ
郭
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を

と
り
か
こ
む
外
郭
の
存
在
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

遺
構
に
い
く
つ
か
の
重
複
が
認

め
ら
れ
、
飛
蔦
時
代
中
ご
ろ
か

ら
後
半
に
か
け
て
の
官
殿
遺
跡

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、

具
体
的
な
官
殿
名
の
比
定
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
建
物
配
置
の
復
原
に
あ
た
っ
て
も
、
多
く
の
問

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
木
簡
が
出
上
し
た
第

一
二
九
次
調
査
は
、
飛
鳥
京
跡
の
内
郭
と
飛
鳥

寺
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
た
る
位
置
を
対
象
と
し
、
こ
の
地
域
の
土
地
利
用
の
検
討

を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
掘
立
柱
建
物
三
棟
、
掘
立
柱
塀

一
条
、
石
組
溝

一
条
、
素
掘

(吉野山)
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1993年出上の木簡

り
溝

一
条
、
不
整
形
の
落
ち
込
み
ニ
カ
所
、
土
坑
な
ど
を
検
出
し
た
。
掘
立
柱

建
物
に
は
廂
を
も
つ
大
型
建
物
と
総
柱
建
物
が
あ
る
。
と
も
に
飛
鳥
時
代
後
半

（飛
鳥
Ⅳ
）
に
廃
絶
し
て
い
る
。
木
簡
は
こ
れ
ら
の
建
物
群
と
同
時
期
と
考
え
ら

れ
る
石
組
溝
（ｓ
Ｄ
九
二
〇
五
）
と
、
不
整
形
の
落
ち
込
み
（Ｓ
Ｘ
九
二
〇
一０
か
ら

出
土
し
た
。
と
も
に
大
量
の
木
製
品
や
飛
鳥
時
代
後
半
の
上
器
が
共
伴
し
た
。

な
お
、
Ｓ
Ｄ
九
二
〇
五
は
建
物
群
の
廃
絶
と
と
も
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
、
Ｓ
Ｘ
九
二
〇
六
は
建
物
群
が
廃
絶
し
た
の
ち
に
掘
削
さ
れ
、
す
ぐ
に
埋

め
戻
さ
れ
、
そ
の
上
に
新
た
な
掘
立
柱
塀
、
素
掘
り
溝
が
さ
き
の
建
物
群
と
は

方
位
を
た
が
え
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
の
廃
絶
時
期
も
、
大
量

に
出
上
し
た
土
器
な
ど
か
ら
飛
蔦
時
代
後
半
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
Ｓ
Ｘ
九
二

〇
六
の
掘
削
か
ら
廃
絶
ま
で
は
き
わ
め
て
短
期
間
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
木
簡
の
埋
没
年
代
も
、
飛
£
時
代
後
半

（飛
鳥
Ⅳ
・
Ｖ
）
の

限
ら
れ
た
時
期
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
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（盛
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〇
溢

ｏ路

⑪
は
文
書
木
簡
で
、
両
面
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
半
分
に
割
れ
た
状
態

で
出
土
し
て
お
り
、
内
容
は
不
切
で
あ
る
。
Ｓ
Ｘ
九
二
〇
六
か
ら
の
出
土
。

他
に
ほ
ぼ
完
形
の
〇
三

一
型
式
の
木
簡
状
木
製
品

一
点
が
、
Ｓ
Ｄ
九
二
〇
五

か
ら
出
上
し
て
い
る

（長
さ
一
一
五
ｍ
幅
五
一面
厚
さ
一一面
）
。　
文
字
は
ま

っ
た
く

残

っ
て
い
な
い
が
、
切
り
込
み
の
形
状
や
木
簡
の
大
き
さ
な
ど
か
ら
、
隠
岐
国

か
ら
の
貢
進
物
付
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
は
和
田
率
氏
に
お
願
い
し
た
。
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